
先月末から花粉が減り、寒さも和らいで、随分とすごし易くなったので、久しぶりに野洲の街のウォーキ

ングを再開しました。田植えの準備が始まっているのか、祇王井川に流れ込む細い水路には、勢いよく水が

流れ込み、カエルの鳴き声が聞こえてきました。時折、風が運ぶ若草の香りが鼻の奥を通りすぎると、初夏

の訪れが近いことを実感しました。皆様、今年の大型連休はいかがお過ごしでしょうか。院長の喜多です。 

先月末から今月にかけて、毎週木曜日は、乳幼児歯科健診、保育園の歯科健診、小学校と養護学校の歯科

健診が続き、0～18 歳の方を対象に、お口の機能の発達に関わる内容についても、口頭で指導を行います。 

成人になるまでの間に、子供は、食べる（噛んで、飲み込む）、話す、呼吸するといった大切なお口の機能

を、歯の萌出、骨の成長発育、お口の筋肉の成長発育が複合的に関係し合いながら、獲得していきます。し

かし、口呼吸や指吸いなどでマイナスの影響が出て、本来成長して獲得すべきお口の機能に比べて、少し低

機能にあると検査（口唇閉鎖力検査・舌圧検査）で判明した場合、『口腔機能発達不全症』と診断し、低い機

能が改善出来るよう、口唇や舌の簡単な運動トレーニング（体操）を中心に継続的に指導を行っています。 

例えば、５歳くらいのお子さんで、お口が自然にポカンと開いて閉まらないケースでは、アレルギー性鼻

炎などが原因で鼻呼吸が困難となり、口呼吸が習慣化しています。この場合、食べ物を噛んで飲み込む際に

も、口は少し開けたままなので、噛んでいる間にクチャクチャと音が漏れます。飲み込みの際には、舌を前

歯の裏にピッタリとくっつけることで、やっと飲み込みが出来るので、舌が絶えず前歯を押して、歯並びが

外側に広がります。もし、お口の機能が順調に獲得されていれば、口を閉じたまま食べ物を噛めるので、食

べこぼしがなくなります。舌を左右に動かしながら、噛んだ食べ物を左右の歯に運びながら、連続した咀嚼

運動（約 30 回噛む）を繰り返し、その後に、咀嚼して出来上がった食塊を舌で上あご（口蓋）に強く押し

付けながら、喉の奥へと送り込む運動をして、飲み込み（嚥下）が完了します。この咀嚼から嚥下までの食

べる過程のためには、十分な口を閉じる筋力（口唇閉鎖力）と舌を動かす筋力（舌圧）とが必要になります。 

すぐに出来る簡単なトレーニングとしては、鼻から息を吸ってからの早口ことばのトレーニング、舌で上

あごをはじくようにポンと音を鳴らす運動（ポッピング）がお勧めです。是非、始めてみてください。 
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～Vol.1９２ あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 



  



  



   


